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施設について、 2001年度決算では市負担の維持管理費用が 9億 4000万円余に上り、五輪開催
後わずか5年で維持管理、修繕等の大きな負担が今後の課題として指摘されている(信濃毎日
新問、 2003年2月 7自)。
市の大事業が、計画策定に市民が置き去りにされ、形式的・機械的な手続きで粛々と、且つ
拙速に進められているにもかかわらず、残念ながらつくば市民の反応は薄いと感じざるを得な
い。東京都の道路計画をめくやって住民投票が行われた小平市のように、市政を我がことととら
える市民の主体形成と、市民の想、いを織りなし組織化していく原動力はし1かにして地域の中に
育まれていくのか。
私たちの研究室のメンバ一、一人ひとりの研究と実践が関われているのだと自覚したい。
2013年度も、多くの方々のご協力により研究室の活動を行うことができ、こうして第5号を
無事に刊行することができた。とくに大子町教育委員会、金山町教育委員会をはじめ、関係し
た皆様に感謝を申し上げます。
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